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１９８３年
昭和５８年４月

４０年前

１９８８年
昭和６３年３月

３５年前

１９９４年
平成６年１１月

２９年前

２０２２年
１０月以前 「千鳥パークタウン

まちづくりの記録」
住宅・都市整備公団
九州支社

① ② ③

④



２０００年６月
千鳥が池の環境復元・保護を

求める請願採択

２０００年８月～１０月
ヒシ取り出し、ヨシの刈り取り

２００１年３月
千鳥が池関連予算１０８０万円

２００１年３月～
桜の記念植樹

千鳥小の自然観察会
２０００年９月１７日 読売新聞報道
２００１年４月１３日 西日本新聞



請願採択を受けて職員自らがヒシ取り作業
これを契機に予算化につながる

２０００年８月頃・当時の都市計画課職員



福岡市

都心の森１万本
プロジェクト始動

「緑豊かなまちへ」
（２月７日発表）

①新たな樹木の植栽

②今ある緑をより美しく

③民有地における緑化誘導



樹木帯
高木、低木、常緑、落葉織り交ぜた

多様性のある緑地
森林保全としての動植物の多様性

地面に深く根を張り吸水効果を持たせる

宮地岳線跡地
花見東２区

ワークショップ
緑地・公園案イメージ



都市緑地法・第４条

２００７年
平成１９年

２０１４年
平成２６年

２０２２年
令和２年

◎◎市・緑の基本計画

改訂

改訂

地球温暖化
東日本大震災
市街地開発

緑・オープンスペース
整備保全

都市緑地法改正



緑被地
市街化区域の２０．７％

緑被地
全市域の５５．４％

緑の基本計画
現況の把握



１１年間で
６６５haの
緑が減少

（大濠公園１６．６個分）

保全系は１，２８２ha減
（河川・水面、農地、樹林地）

創出系は６１７ha増
（公園・緑地等）



テーマ 説明 現況 目標

市域の緑の
総量を維持

全市域における
緑の面積 18,864ha 18,864ha

緑で地球温
暖化防止に
貢献

緑によるＣＯ2吸収量 約79,740 約87,380

屋上緑化による
ＣＯ2排出削減量

約20～100
ton-CO２/年

約80～380
ton-CO２/年

身近な緑へ
の満足度
向上

身近な地域における
緑が豊かと感じる
市民の割合

24.1% 55%

緑の目標値 「緑の基本計画」
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